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編集者から、ひとこと
　わたしのホームのわかちあいで、ある仲間が「ミーティングに参加すると、神聖な場
に身を置いていると自覚する」と言っていた。この話から、わたしは2018年度のワー
ルド サービス カンファレンスのテーマを思い起こした。『このような共通の立場で、
私たちは全力を尽くす』だ。これは、「NAのサービスにたくす未来」から引用されたも
ので、『NAグループが何をおいてもまず、回復のメッセージを運ぼうとしていれば、ナ
ルコティクス アノニマスの努力はかならず身を結ぶのだ』という文章の後にくる。それ
によって、NAのメッセージを運ぶことは私たちの第一の目的であり、私たちの共通の
立場とはスピリチュアルな場でもあるのだと気づかされる。このスピリチュアルな場に
なるものがWSCであり、それが今回はWSC始まって以来のことづくしになった。おそ
らく今回のテーマは、NA全体のために行われる議事の場がスピリチュアルな場にな
るように導くものでもあったのだろう。今月号にはそのようなWSCの一部がまとめら
れているが、詳しいことを知るには『NAWSニューズ』（www.na.org/nawsnews）と 
www.na.org/conference をご覧いただきたい。
　今月号の『わかちあい』は、紙面に収めるのに苦労した。オーランドで開催された
WCNA19に参加し、今年もう一度オーランドに戻るWCNA37にも参加するメンバ
ーたちの思い出話や、WCNA 22の企画実行を手伝ったメンバーの経験談など、
実に盛りだくさんだ。そして、世界各国のホームグループやイベントを祝って『グルー
プ紹介』のページも拡大した。みなさんの多くがWCNA 37で今月号を読むことにな
るだろうが、できれば、いくつもの追加記事を楽しめるようにインターネット版のNA 
Way マガジンであってほしいものだ。さもなければ、www.naway.org でインター
ネット版の定期購読手続きをしよう。
　さて、NA Wayの読者調査（P 17）の時期が来た。NA Wayでは、回復とサービス
に関する情報とともに、世界中のメンバーたちに耳寄りな問題や出来事を取り上げ
て、回復がもたらす楽しさを伝えられるように力を注いでいる。どうか、調査の全項目
に記入するようにお願いします。回答は、今月号にある質問に記入してプリントアウト
したものを、ファクスか、郵送か、またはEメールによって送っていただくか、またはホ
ームページにあるアンケートに直接記入してください。

ド・J （エディター）

電子版はここをクリックすると追加のコンテンツを見られます

世界中で
読まれている
NAの定期刊行

NA Way マガジン では、読者のみなさんが参加
されるのをお待ちしている。この年に４回発行され
る定期刊行物によって、ぜひ、世界中の仲間たちと
分かち合いをしていただきたい。回復するなかでの
経験はもちろんのこと、NAのさまざまなことに関
する意見や、これからの課題などについても投稿
をお待ちしている。ただし、投稿された原稿はど
れもみな、ナルコティクス アノニマス ワールド
サービス社に所有権があるものとされる。購読の
予約、編集に対する意見のほか、著作権など実務
的なことでの相談は、PO BOX 9999, Van Nuys, 
CA 91409-9099 にお問い合わせいただきたい。
NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞれ
に自分で経験したことや自分なりの意見を紹介す
る雑誌である。ここにはNA全体の意見は表明さ
れていない。そしてもちろん、ナルコティクス ア
ノニマス、NA Way マガジンまたはナルコティク
ス アノニマス ワールドサービス社によって支持さ
れていると受け取れるような記事も掲載されてはい
ない。また、インターネットからNA Way マガジ
ンを配信することを希望する場合には、上記のアド
レスに手紙をいただくか、naway@na.orgにeメー
ルをいただきたい。
NA Way マガジン（The NA Way Magazine： 
ISSN 1046-5421）、NA Way（The NA 
Way）、ナルコティクス アノニマス（Narcotics 
Anonymous）、この３つは、ナルコティクス ア
ノニマス ワールドサービス社のトレードマーク
として商標登録されている。NA Way マガジン 
は、ナルコティクス アノニマス ワールドサービ
ス社（19737 Nordhoff Place, Chatsworth, CA 
91311）によって、年に４回発行される。

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマ
スのメンバーのための雑誌であるため、英語、ペル
シャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、ス
ペイン語など、さまざまな言語で出版されている。
そしてこの雑誌の使命は、ひとりひとりのメンバー
に回復とサービスに関する情報を提供することであ
り、そこには回復にまつわる喜びだけでなく、現在
NAで問題となっていることや世界中のNAメンバー
のだれにとっても見過ごせないイベントなども取り
上げている。編集スタッフはこのような使命に従
い、世界中のメンバーが特集記事をはじめとする
さまざまな記事を書いて、自由に載せられる雑誌
にしようとするのはもちろん、現在行われている
サービスやコンベンションに関する情報を提供す
ることにも力を注いでいる。だが、これが定期的に
メンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、
『アディクトであれば、どんなアディクトであって
も、薬物を使うのをやめることができ、使いたいと
いう欲求も消え、新しい生き方を見いだすことがで
きる』というNAの回復のメッセージをたたえるこ
とにこそ力を注ぐ

NA World Services, Inc.
PO Box 9999

Van Nuys, CA 91409 USA
Telephone: (818) 773-9999	
Fax: (818) 700-0700
Website: www.na.org

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。
掲載された記事に対する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げ
られている問題についてひとつの考え方を示すにすぎないものであっても、
エディター宛に送っていただきたい。250字以内にまとまっていれば、その
まま編集の手を加えずに掲載されることになっている。お便りには、本名、
現在使われている住所および電話番号を明記することをお忘れなく。掲載さ
れる場合には、アノニマスでという希望がないかぎり、ファーストネームと
苗字のイニシャルを署名として用いることになる。

http://www.na.org/subscribe
https://www.na.org/?ID=reports-nawsnews-nawsmain&ID=reports-nawsnews-nawsmain
https://www.na.org/?ID=conference-index
https://www.na.org/?ID=wcna-index
https://www.na.org/?ID=naway-toc&ID=naway-toc
https://www.surveymonkey.com/r/NAWay
https://www.surveymonkey.com/r/NAWay
mailto:naway%40na.org?subject=
file:
mailto:naway%40na.org?subject=
http://na.org


e-subscribe to The NA Way & other NAWS periodicals at www.na.org/subscribe  32    The NA Way Magazine – July 2018

タイで
回復の道を歩む

　わたしはアディクトのナット。タイのチェンマイに住んでいる。といっても、元からタイにい
たわけじゃない。わたしが使うようになったのは、ロスアンジェルスにいたころ。13年間、やめ
るにやめられないでいた。やめるとなれば、きっぱりとやめる。でも、長くは続かない。やめて
いられるのは、せいぜい2年というところだった。わたしは自信過剰で、これでもう大丈夫だと思
う。すると、日々の生活があっという間につまらなくなっていく。退屈をもてあまして薬物に手
を出す。悪循環の繰り返しだった。

それも、ある日、もうやってられなくなった。「なにもかも」がいやになった。使うのもうんざ
りだし、そして何よりも自分に嫌気がさした。薬物じゃもうどうにもならないし、あたしには人
生を終わらせる勇気もなかったから、「いいわよ、生きるわよ」ということになった。

ロサンジェルスあたりじゃNAのミーティングがあちこちで開かれるようになっていたのに、当時
のわたしはNAのことなんか知りもしなかった。ただ使わないでいただけだから、性格は悪いし、
頭も鈍くなった。あんな道を歩んでいても、孤独で、あたしは内側から崩壊しつつあった。身体
は、どこも悪くなかった。もう使ってなかったもの。でも、心と精神はひどい苦痛にあえいでい
た。もちろんそんなことは無視して、素振りにも見せなかった。あたしは遠くに逃げたくて、タ
イに移った。そして、ここであたしはNAと出会った。

　あたしはNAの会場に足を踏み入れても、神を信じる気持ちなどなかった。それでも通い続け
たのは、回を追うごとに、楽になっていったから。ちょっとばかり孤独感が薄らいだ。そうし

て日を重ね、週がすぎ、月が変わっていくうちに、NAには自分を本当に理解し
てくれる人がいることに気づき、NAが自分の居場所になっているとわかった。
だからといって、すんなり回復していったわけじゃない。考え方が、一夜にし
て変わることはないからだ。あたしの考えてることはまだまだ油断がならない
けど、NAで歩む道はもう孤独じゃない。

あたしは、タイのなかでもNAが知れわたっていないところに住んでいる。ただ、
ミーティングがいくつもあったとしても、アディクトであることは汚名なので助
けを求めるのがむずかしい。女性であれば、なお大変だ。NAのミーティング場に
は、タイの女性はまずいない。外にはまだ傷ついている仲間がたくさんいるはず

なのに。みんな、どこにいるの？

　その一方、カトマンズ（ネパール）で開かれたNAの第１回アジア・
パシフィック（アジア太平洋）フォーラムコンベンションで、あたし
は素晴らしい経験をした。あたしたち女性が特に評価され、アジアパ
シフィックフォーラムに喜んで迎えられたのだ。NAのプログラムは、
性別に関係なくあらゆる人に役立つ。だから、いつの日か、タイのNA
がタイ人のメンバーたちでいっぱいになり、女性たちが同じアディク
トと集まることで安心感を得られるようになるだろうと、あたしの胸
は希望でふくらむ。

　あたしは使っていたころ、週に何百というミーティングが開か
れる都市に住んでいたのに、一度もミーティングに足を踏み入れ
たことがなかった。それが今は、タイに住んで、NAにいる。と
いっても、タイのNAではミーティングの数も少ないし、できる
ことも限られている。だから、英語とタイ語を話せるあたしが
役に立とうという意欲をもってタイのNAにいるのは、自分よ
り偉大なものによる壮大な計画なのだと、信じるしかない。
まさに、自分が手にしたものは、手渡すことによってしか自
分のものにはならないってことだわ。

ナット・A（タイ／チェンマイ）

2017年5月号発行の『アジア・パシフィックフォーラム ニューズ』第44号より転載

特集記事

http://www.na.org/subscribe
http://www.na-thailand.org/
https://www.nakathmandu.org/
https://www.apfna.org/
https://www.apfna.org/
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NA Way マガジン @ WCNA37: 
みんなの回復がもたらす

不思議な力をわかちあいましょう
•	 世界中の仲間たちと一緒になって「魔法の

ようなひととき」をつくりだそう。
•	 無心になって、塗り絵のページをNA一色

に彩ろう。
•	 『NA Wayマガジン』の読者調査に記入し

よう。
•	 インターネット版『NA Wayマガジン』の

定期購読の手続きをしよう。
•	 『NA Wayマガジン』のレポーターになっ

て、いろんな話を集めて報告しよう。
•	 WCNA37で、『NA Wayマガジン』コーナ

ーを手伝うボランティアになろう。

詳しくは、naway@na.org にご連絡下さい

現地では、OCCC西館入り口近くにいる
NAWSのスタッフにお訪ねください。

ベーシック・キャプション・コンテスト
*ベーシック・キャプションは、

「ツボを押さえたひとこと」です。

ここに、みなさんがNAＷayマガジンに参
加できる新企画をご用意しました。左にある
コミック（漫画）のキャプション（短い説明
文）を書いて送っていただくだけで、そのま
まキャプション・コンテストに参加できてし
まうのです。みなさんのキャプションから傑
作と思えるもの（1点とは限らないかもしれ
ません）を選んで、次回のNA Ｗayマガジン
に掲載させていただきます。そうやってNA 
Ｗayに名前が載るというのも、なかなかいい
ものでしょう。 

申し込みは、Eメールで受けつけています。
宛先は naway@na.org。件名は「ベーシックキ
ャプション・コンテスト」とし、本文には名前
と住所を必ず記入するようにお願いします。

この仲間が食べたフォーチュンクッキー*には、
どんなお告げが書かれていたのでしょう？

（訳注）* 中華料理に添えられている「おみくじ入りのクッキー」

撮影者：コナー・H（アイルランド／ダブリン）

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/subscribe
https://www.na.org/?ID=webinar-main&ID=webinar-main
https://www.na.org/?ID=projects&ID=projects
https://www.na.org/?ID=local_service_resources&ID=local_service_resources
mailto:naway%40na.org?subject=
mailto:naway%40na.org?subject=
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わかちあい
性別にとらわれないアディクト 

　わたしはトランスジェンダーのアディクトで、クリーンタイムは34年です。週
に４〜５回ミーティングに出て、サービスにも関わっています。住んでいるのは
辺鄙な地域。10マイルほど離れたところにNAグループが１つあり、週に２回ミ
ーティングを開いています。それ以外で最も近いNAミーティングは、45マイル
ほどの距離を行かなくてはなりません。それができないときには、NA以外の12
ステップ・グループのミーティングに参加していますが、わたしの心はNAにあ
ります。わたしが12ステップによるサービスに関わるのは、NAしかないからで
す。週に４回か５回NAミーティングに出られるといいのだけど、わたしの住む
山間部では支援が十分にあるわけではありません。そういう地域でNAミーティ
ングを開いていると、出席者の数は３人から８人の間で変化し、わたしひとり
という夜も少なくありません。

　エリアのサービス委員会には、役割についていなくても定期的に出席していま
す。最初のスポンサーは、エリアの文献担当係でした。わたしはクリーンになっ
て1年半かそこらで、スポンサーからその係を引き継いだのです。当時は、スー
ツケースひとつあれば、エリアの文献を運ぶことができました。わたしは長年
の間、いくつかの州のいくつかのエリアで文献担当係を務めてきました。わた
しのお気に入りのサービスです。わたしがメッセージを運ぶと言ったら、文献を
運ぶと言ってるわけで、それがおもしろい。わたしたちのエリアには30〜40ぐら
いグループがあるので、毎月2500ドル相当の文献を頒布しています。現在の在庫
は、ぎっしり詰めて収納箱８つくらいあります。わたしは今、この役割について
いないけれど、なるべくこまめに足を運んで文献の注文処理を手伝っています。

すでに書いたとおり、わたしはトランスジェンダーです。なぜ、わざわざそう書
いたかというと、わたしがカミングアウトして転向するのに、NAがとても重要
な役割を果たしてきたからです。わたしはいくつものジェンダー・サポートグ
ループに出席しましたが、そこにはNAで見出したもの、つまり解決はありませ
んでした。トランスジェンダーの人たちは、アディクションやうつ病のほかに
もいろいろなことですごく苦しんでいます。さまざまな研究により、トランス
ジェンダーの成人が自殺を考える可能性は一般の人より14倍も高く、自殺を試
みる確率は22倍も高いという事実が示されています。これまでに参加したサポ
ートグループでは、問題について話すばかりで、手術以外の解決策に話が及ぶこ
とはほとんどありません、わたしの考えでは、手術をしたって「真の」問題を解
決することにはならないのです。わたしにとって真の問題は、自分自身を受け入
れることができないことと、カミングアウトに関するありとあらゆることを恐れ
ていることでした。

　ですから、わたしは回復の道を歩むようになっても、29年間は人目を忍んで生
きていました。カミングアウトしようと決めてから、NAの原理によって生きれば
自分が女性として成長し幸せになれるということがわかったのです。正直さ、受
容、誠実、意欲、信じる気持ち、忍耐などの原理が、わたしを今のような人間に
変えてくれたのです。NAの仲間たちから愛されて認めてもらえることが、計り知

れないほどの助けになりました。わたしは、やはり
近い将来に手術を受けようと思っています。でも、
手術によって身体は変わるでしょうが、スピリチュ
アルな面が修正されるわけではありません。NAは
34年にもわたってわたしをスピリチュアルな面で改
善してくれたし、これからもそれは続いていく。一
日、また1日と、無限のコインを手にするまで（こ
れは、焦って集めるものでもありませんからね）。

ステファニー・P（アメリカ合衆国／コロラド）

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/subscribe
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最後の最後に
僕はアディクトのシャーリアル。い

つも人前で何かをして注目を集めるの
が好きだった。かっこつけていたかった
んだ。つきあうのはみんな年上で、法に
反するようなことばかりしている連中だ
った。でも、僕のなかには変な感覚があ
って、自分が手にしてるものには満足で
きないでいた。何があってもなくても、
僕はいずれアディクトになるように仕向
けられていたらしい。最初は遊びで薬物
に手を出したのが、数年後には、なにが
なんでも薬物を手に入れようとする危険
なアディクトになっていた。友人や大事
な人たちに依存しきって、そのひとたち
の物を盗むことをなんとも思わなくなっ
ていた。薬物の使用や所持で、何度か刑
務所に入った。使うのをやめようと決心
しても、やめられなかった。きっとひと
りでいるからいけないんだと思い、結婚
することにしたが、それもはかない夢だ
った。やがて親も、友だちも、愛する妻
も、みんなが愛想をつかし、僕は完全に
ひとりぼっちになってしまった。

そして最後の最後に、親しい友人の
ひとりからNAのメッセージが届いた。
それまであらゆる方法でやめようとし
ては必ず挫折したので、僕はアディク
トがクリーンになって回復できるとは
思ってなかったけど、NAのミーティン
グに行った。何が起きたのかわからない
けど、それはこれまで経験したなかでも
とびきり素晴らしい夜になった。それま
で、僕は愛する人たちから死んでくれれ
ばいいのにと思われていた。あの夜のミ
ーティングで奇跡が起こったんだ。僕の
ようなアディクトには一晩使わないでい
ようとすることだけでも夢なのに、その
夢が現実になった。あの夜、知り合いで
もなんでもないのに、僕をハグしてくれ
る人がいた。親切なメンバーが僕の手を

とって、真心をわかちあってくれた。仲
間たちから教えられたとおりに、僕はミ
ーティングにきちんと通った。スポンサ
ーを決めて、ステップをやった。ナルコ
ティクス アノニマスの12のステップに
取り組むことによって、僕は行いを改
めることができたんだ。

ひとりのアディクトがもうひとりの
アディクトを手助けすることほど、尊い
ことはない。そうして回復がもたらされ
たのだから、僕も仲間の手助けをするよ
うになった。僕はスポンサーの助けを借
りて埋め合わせをすることにした。僕の
せいで傷ついていた妹に埋め合わせがで
きるなんて、本当に素晴らしいことだっ
た。あの日のことは、一生忘れないだろ
う。僕は家族から許された。それから4
年半して、妻が家に戻ってきた。ふた
たび夫婦で暮らすようになって1年後、
僕が６年目のクリーンタイムを迎えた日
に息子が生まれた。神から最高の贈り物
を授かったんだ。その息子も、もうすぐ
６歳になる。ということは僕のクリーン
タイムは12年になるんだな。

NAには感謝している。こうして生
きているのはNAのおかげだし、もうひ
とりのアディクトに回復をわかちあう
とき、生きていて本当によかったと思
う。同じアディクトのために尽くすこ
とは、生命保険のようなものなんだ。

シャーリアル・N
（イラン／テヘラン）

成功物語
私のアディクションと回復について

は、若いころの話から始めよう。私は、
気持ちよくなることや自然に気分を高揚
させてくれるものがあると、病みつきに
なった。スポーツ［訳注：狩りや釣り、
登山、自動車レースなど、幅広い運動の
総称］や運動競技をいくつもやってい
た。友だちから受け入れてもらってい
るという感覚は生きるうえでなくては
ならないものだったから、それも病み
つきになった。挑戦すれば成し遂げられ
そうな最高の偉業を探し求めていた。授
業や部活動などで良い成機をおさめよう
と、やる気になって真剣に取り組んだ。
優等生であったが、勉学に励むと同時に
めいっぱい騒ぎまくった。使う薬物の成
分など、どうでもよかった。ランニング
（走ること）には、ナチュラル・ハイ（
自然な高揚感）がある。だから私は、走
ることで脳内に放出される化学物質によ
って気持ちも身体ももっとハイになるこ
とを求めた。そして、校内のいろんなグ
ループに加わって薬物に手を染めるよう
になると、化学物質を手当たり次第に使
いまくり、ランニングはそっちのけにな
った。そうしてだんだんと、使った薬物
に人生を支配されていった。

大学には行ったが、ノイローゼにな
って退学させられた。私は精神的に不安

定だったので、日頃支えてくれていた人
たちがきて学校から連れ戻してくれた。
少しずつ身をもちくずしていくなかで、
心を揺さぶられるようなことが起こっ
た。NAを紹介されて回復があることを
知ったのだ。回復の道を歩むことで、
私は精神的に落ち着いた。ひとつの仕
事について１年近く働いているから、
今のところはうまくいっている。不安
定だったころには、仕事についても1ヶ
月と続かなかった。クリーンでいる時間
が何分、何時間と積み重なって、クリー
ンで生きる日々がある。そうして回復の
道を歩んでいれば、同僚や家族との関係
も良好だし、地域社会でもきちんと生き
られるようになるだろう。

今の私には、アディクションの日
と、回復の日がある。アディクション
の日は病気が頭をもたげてくるので、
欠点やら、恨みやら、アディクション
のさまざまな症状がそのまま行動に出て
しまう。それでも、私はさまざまな美術
展に参加し、定期的に運動をしている。
毎日が充実し、生きる手応えもある。目
標は、新しい仲間に手を差し伸べてより
そい、支えとなることだ。そして、NA
のおかげで実現しつつある夢もある。
私は自分を救えるものなどありはしな
いと思っていたが、NAにはその力があ
る。ランニングや運動、そしてアートと
写真は、私のアディクションだった。そ
の進行中に薬物が問題になったことで、
今の自分がある。今日だけ、私は薬物な
しで生きる。そしてこれまでにあったあ
らゆることと、これからもたらされるこ
とに対して、NAに心から感謝する。今
日は、回復の日にしよう。

クレイグ・M
（アメリカ合衆国／ミシガン）

サービスに
よって強くなる

あたしの話は、夢としか思えな
いものだ。回復の道に踏み出したと
きのあたしは、他者という概念を理
解していなかった。考えられるのは
自分のことばかり。役に立つことを
するってことも、わかっていなかっ
た。それこそ、他人事だった。ひと
の役に立つなんて、とてもとても。
やっと回復の道を歩みだしたところ
なのよってね。実際には、役に立つ
ことをすればさらに多くのことに取
り組む準備ができるし、やらなけれ
ばならないことをもっとできるよう
になるのよね。

そこで、まず、ミーティングでお
茶やコーヒーを入れ、それから新し
いミーティングを開くことに関わっ
た。その後、電話案内サービスの小
委員会に参加し、自分が始めたグル

（写真撮影）リッチ・W
（アメリカ合衆国／サウスカロライナ）
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ープのGSR（グループのサービス代
表）を務めることになった。これを
書いている時点で、あたしは電話案
内サービス小委員会の委員長を務め
ている。

あたしは、自分が薬物の使用を
やめ、使いたいという欲求を失い、
新しい生き方ができるようになるな
んて、考えもしなかった。あたしに
わかっていたのは、あのまま薬物を
使っていたら確実に死ぬだろうって
ことだった。あたしは心配性で、引
っ込み思案で、不器用で、目立つこ
とが嫌い。それが今、こうして小委
員会の委員長を務めているなんて、
信じられない。でも、役に立つこと
をするのは自分のためでなく、ほか
の人のためなのだと、今のわたしは
わかっているし理解もしてる。だか
ら、そういう役目を果たすうえで求
められる人間になることができるの
よ。あたしがいただいた恵みは、言
葉ではとても言い表せないわ。

リンディー・P（ケープタウン）

ずっと
歩んでいく

俺は、現実を受け止めてナルコテ
ィクス アノニマスという仲間の集ま
りで生きることによって、命を救わ
れた。自分に自信がもてなくて、コ
ンプレックスを抱え、恐れ、信頼す
ることができず、無責任で、人を操
ろうとしていたが、NAのプログラ
ムによって俺のそういう面が変わっ
てきた。なにしろ、孤立しなくなっ
た。これまでのように仕事が続かな
いということはなくなったし、使っ
て死ぬのだとは思わなくなった。社
会の一員となってきちんとやってい
るし、人生のあらゆる面でうまく生
きられるようになった。

俺は、ひとより劣っているわけで
も優れているわけでもない。俺は、
俺でしかない。自分の欠点をとおし
てそういうことを学んだ。俺はこれ
までずっと、ひとを批判して、欺い
て、対立して生きてきたのがわかっ
た。否認とエゴが変化に逆らうよう
に仕向けるが、その手に乗れば俺の
回復は頭打ちになる。アディクショ
ンという病気が、俺は回復するよう
な人間じゃない、俺には奇跡など起
こらない、仲間が回復しても俺は絶
対に回復はしないと言い聞かせる。
そうやって、俺の命を救ってくれる
ものから、俺を遠ざけておこうとす

るんだ。
俺はこれからも回復していく。

それには、NAのサービスに関わる
のが何よりだ。そうすれば、苦しみ
ながらも回復を求めるアディクトに
NAがあることを知ってもらえる。
この病気は、長年にわたって患うあ
いだに、子どもが二人死んだこと、
人間関係がダメになること、離婚、
破産、あちこちを転々としたことな
ど、人生のあらゆる面で本性を現し
てきた。けれども、回復の道を歩む
なかで、俺はNAの仲間たちとの関
係によって学びもしたし成長もし
た。俺の回復に、仲間たちが重要な
役割を果たしてくれたのだ。

つまり、回復の歩みは、これから
も続いていく。それによって知恵を

つけ成熟していくことで俺たちは変
化を遂げて苦しみをいやす。そして
ステップに取り組み、スポンサーシ
ップを取り、知識の豊富な専門家の
助けを求め、そしてNAと自分が暮
らす地域社会で役立つことをする
のも、回復の歩みになる。俺は、仲
間と助け合うことによって解決を見
だした。スポンサー、スポンシーた
ち、新しい仲間たち、そして回復の
道を長く歩んでいる仲間たちと話を
することで、気づかされる。こうし
た経験とNAのプログラムのおかげ
で、今の俺は自分の行動に責任を負
い、心おだやかに暮らし、自由でい
られるのだ。

ホセ・R
（プエルトリコ／コロサル）

Photo: Sabrina E, where, where

たまに感謝を忘れるのは、なぜか…
ものごとを正しく

把握しなくちゃってときに、
ノートが手元にないことがある。

  
それで、自分がありがたく思って
いることが、なんだかわからなく
なってしまったりするのよね。

サブリナ・E（アメリカ合衆国／ウェストバージニア）
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Imagine the freedom 
WCNA 22　1992年9月3日〜6日

カナダ トロント
編集記：　現在とは異なり、1992年にはNAワールドコンベンショ
ンの開催地が入札方式によって決定されたため、主催国の実行委
員会は「ワールドコンベンション・ボード・オブ・トラスティ」に対し
て説明責任があったのです。

時は、1989年の秋。トロントのNAではWCNA主催の提案書
を提出することになり、入札委員会の結成を前提にメンバーが
５人集まって話し合いをしました。５人のうち、２人はニュー
オリンズのWCNAに参加していました。このときの参加人数は
数千人です。この５人で、そんな大規模なイベントを手がける
ことができるのだろうか。私たちは不安に押しつぶされそうで
したが、もう一度集まって、入札のガイドラインを見直そうと
いうことになりました。

当時、トロントエリアはハミルトンやバリーにも広がり、
グループが20ほどありました。エリアのサービス委員会とオ
ンタリオリージョンが結成されて4年経ち、トロント大学で開
催した第１回のリージョナルコンベンションは200名のメンバ
ーを迎えて滞りなく運営されたのです。

　しかし、入札のガイドラインを見直す会議を開いたこと
によって、私たちは能力以上のことをやろうとしているのだ
とわかりました。私たちに限らず、誕生して間もないNAがこ
のようなイベントを実行するなど、とてもできるものではあ
りません。５人とも実行委員に求められるクリーンタイムに
は至っていないし、エリアやリージョンでもコンベンション
の経験が足りず、エリアはあまりにも小さい。トロントエリ
アもオンタリオリージョンも、WCNAの開催など支持するわ
けがありませんでしたが、こうなったらもう運を天に任せ、思
い切ってやってみようと、開催に名乗りをあげることを全員一
致で決定したのです。

そして、エリアとリージョンから支持が得られたことで入
札委員会が結成されると、トロント市との会議が何度も開か
れました。私たちの入札には、建設されたばかりのトロント・
コンベンション・センター利用の諸経費をはじめ、トロント中
心にある複数のホテルの客室料金、会場間の移動の交通運賃の
ほか、さまざまな場所で多数のイベント開催などにかかる費用
などが考慮されました。数ヶ月のうちに1992年のWCNA 22 の
入札は完了しましたが、締め切りまであと２週間しかありま
せんでした。私たちは最後の会議のために夕食会を開き、ワ
ールドサービスオフィス（WSO）に郵送する入札書類を封入
したのです。入札委員会は解散し、ことはすでに神の手にゆ
だねられました。

数週間して、私たちの入札を認めるという連絡がWSOから
ありました。それからWSOの職員が2名トロントにやってき
て、入札委員会と会談して私たちの提案をひとつひとつ見直し
たのです。そうして３日間一緒に過ごし、WSOの職員が経験と
未来像をわかちあってくれるなかで、あらゆることが非常に現
実味を帯びてきたのです。トロントのほかにも、モントリオー
ルとバンクーバーから入札がありましたが、ワールドコンベン
ション・ボード・オブ・トラスティによってWCNA 22はトロ
ントで開催されることに決まったのです。

バンザ〜イ！
と、浮かれている場合ではありません。トロントのNAでは

コンベンション実行委員会を結成し、2年間にわたって計画を進
めていくことになりました。まずは参加人数を見積もって、予
算の作成です。こうしてトロントでワールドコンベンションの

企画が進められる一方、カナダのNAはさまざまな方面でも成長
を遂げつつありました。WSOがミシサーガに「カナディアン・
ディストリビューション・センター（カナダの配送センター）
」をつくることになり、これによってNAの文献や製品はカナダ
全土に輸送しやすくなったのです。そして、配送センターがオ
ープンしてまもなく、カナディアン・アッセンブリ（ゾーナル
フォーラム）が結成されました。そうやってカナダのNAが成
長し成熟していくのを見つめるのは、心ときめく日々でした。

コンベンション開催を１週間後に控えた週末には、開催会
場となるホテルでバーベキューが行われ、約100名のメンバー
たちが参加しました。私たちは、数千の登録パッケージを用意
しました。また、会場地下の荷積みエリアには何百もの商品が
箱積みになっていたので、それも全部棚卸しして整理しなけれ
ばなりませんでした。

WCNA 22は、世界中から4,500人を超える仲間たちを迎え、
成功したのです。ことのき参加してボランティアをしてくれた
クリーンタイムの長いメンバーたちは、今もなお回復の道を歩
み続けています。そして、言い出しっぺである入札委員会のメ
ンバーたちは、ミシェル・F、スーザン・S、ラシェル・A、ウ
ェイン（名字が思い出せない）。この入札委員会の先駆的な精
神に敬意を表するとともに、WCNA 22を成功させる原動力とな
ったコンベンション実行委員会と何百人ものボランティアたち
を讃えたい。このような素晴らしいコンベンションの実行委員
長を務めたことは、私の人生で最高の思い出になっています。
あれから25年が経ちました。2017年7月にこれを書きながら、世
界中のアディクトたちに思いをはせています。クリーンで生き
てNAの回復の道を歩んでいれば、それによってもたらされる自
由を、今も心に思い描くことができるでしょう。

ショーン・S（カナダ／オンタリオ）
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29年前
WWCNA 19、フロリダのオーランド …　なつかしいなぁ。

僕は、クリーンになって3年だった。あのとき、NAの成長につ
いて語ってくれたオールドタイマーたちがいたから、よし、僕
もがんばろうという気になった。それにしてもまぁ、NAはあ
れから「それはもう立派に」成長を遂げたもんだ。NAにとど
まったからこそ、そんな成長を眺めつつクリーンで生きること
を楽しめた。ありがたいことだ。今日だけ、どんなことがあろ
うと使わない。今度のコンベンション［WCNA 37］には、31
年のクリーンタイムで参加するんだ。仲間がいてよかった。

ダンカン・B（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

WCNA 19: 
不思議な力が「あそこには」あった

マジックにまつわる思い出
今回、WCNAがまたもやオーランドであるっていうんで、

オレは興奮している。1989年にオーランドでやったWCNA 19
に参加したからだ。オレはクリーンになって5年で、すでに
WCNAは前回と前々回に経験ずみだった。1987年のニューオー
リンズと、1988年のアナハイムだ。それで、回復の道をゆくア
ディクトのなかでも、WCNA通になった気でいた。

オレがフロリダには行くのは、あの時で２回目。その前
は、1989年の初めで、マイアミで年に４回開かれるワールドサ
ービスカンファレンスへの出席だった。オーランドは、まった
く美しいところだった。そして街全体が高揚していた。WCNA
の開催と時を同じくして、地元に「ザ・マジック」というプ
ロ・バスケットチームがデビューすることになっていたから
だ。NAのコンベンションのテーマ「ザ・マジック・イズ・リ
アル（不思議な力がここにはある）」とオーランドのプロバス
ケットチームとが、「マジック」という言葉を共有していたん
だ。チームのスター選手（シャキールという名前のやせっぽち
の新人）の写真が、街のいたるところに貼られていて、地元で
はこのチームの話題でもちきりだった。

あのとき経験した高揚感のなかでも、オレの「ザ・マジッ
ク・イズ・リアル」と記したコンベンションのジャケットを
見せびらかすのは、最高に気分のいいものだった。くそ、あ
のジャケットはすごく気に入ってたのに、いつの間にかどっ
かにいっちまったんだ。だから、今回のテーマがWCNA 19の
ときとほとんど変わらないのが、すごくうれしい。新しいジ
ャケットを手にするのが待ちきれないよ。今度は、失くさな
いようにうまくやるさ。

最後に取りあげる思い出は、あんまりウケないかもしれな
いな。オレは、ジョン・Kのことを覚えている。ニューヨー
クからやってきた感謝の気持ちで回復の道を歩むアディクト
だ。アフリカ系アメリカ人が踊れる音楽のダンス・イベント
をやってくれという嘆願書をWSOに提出するんだと言って、
オーランドのWCNA 19でメンバーたちに署名を求めて回って
いたんだ。WCNA 19にはアフリカ系アメリカ人がたくさんい
たかどうか思い出せないが、ジョンとその嘆願書のことはは
っきり覚えている。オレはすごい意気込みで署名したからな。

そして面白いことに、オレはこの間何人かのメンバーか
ら、WCNA 37で「ステッピン・セット」をダンスイベントに
加えるように、NAワールドサービスとワールドボードにリク
エストしてもらえないかと言われたんだ。「ステッピン・セ
ット」ってのは、アフリカ系アメリカ人のNAメンバーたちに
人気のあるダンスで、R＆Bもそのひとつだ。オレはリクエス
トしてやったから、きっとジョンも鼻高々だろうな。リクエス
トが通るかどうかは、すぐわかるだろう。さらなる気づきがも
たらされるってわけだ。

デイビッド・W
（アメリカ合衆国／ジョージア）

オーランドに戻る・初心に返る
私のコンベンション初体験は、1989年にさかのぼりま

す。WCNA 19。テーマは「ザ・マジック・イズ・リアル（不
思議な力がここにはある）」でした。私はクリーンになって3
年で、素晴らしい伴侶を得て、幼い子どもが２人いました。オ
ーランドでは、将来「大物になる」ハツカネズミも同行し、子
どもたちが眠くて足元がおぼつかなくなると、ホテルに戻っ
てベッドに寝かせてから、私は高速道路でWCNAに向かいま
した。今では子どもたちも成長し（ひとりは回復の道を歩ん
でいます）、私たち夫婦も仲よく年を取り、ハツカネズミも
変わりなくやっています。私も元気で、再びオーランドに向
かうことになり、1989年に初めて参加したときと同じぐらい
高ぶる気持ちをおさえきれずにいます。いささか年をとった
分だけ、賢くなりたいものです。あの不思議な力は「今も」
存在するのですから。

アノニマス（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

ここをクリックするとWCNA 19にまつわる話をさらに読めます。

ゲーリー＆ウェンディ・P（アメリカ合衆国／アリゾナ）

http://www.na.org/subscribe
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「カンファレンス始まって以来」のこと
•	 一部の出席者は、インターネット接続による出席で議事に参

加。これはビザを取得できなかったことによるもので、イラ
ンのリージョナル デリゲート［リージョン代表］と、イラ
ンおよびオーストラリアのオルタナティブ デリゲート［代
表代理］がインターネットによる参加となった。

•	 ５つのゾーナルフォーラムのゾーン代表が、議決権のない
出席者として参加。これは、アジア・パシフィック フォー
ラム、カナディアン アッセンブリー、ヨーロピアン デリゲ
ート ミーティング、ロシアン・スピーキング ゾーン、サザ
ン ゾーナルフォーラムの代表たちである。

•	 正式な議事において議会運営手続きが用いられず、すべて合
意に基づく意思決定を発展させたかたちで決議が行われた。

•	 グランド・サンパウロ、HOW、リオデジャネイロが議決権
を持つメンバーとして出席

2018年度のワールド サービス カンファレンス［WSC］
は、2018年4月28日から5月5日にかけてカリフォルニア州ウッ
ドランド・ヒルズで開催されました。WSCはNA全体によるサ
ービスの集会であり、NA全体にとって重要な問題を話し合う
ために2年おきに開催され、ナルコティクス アノニマス全体に
よるグループの良心に従ってNA全体を支援しているのです。

WSCは数年の間に、議会運営手続きを用いることから合意
に基づく意思決定を用いることへと変貌を遂げてきました。
それをさらに推し進めるため、今回のカンファレンスでは運営
手順と方針にさまざまな変更がみられたのです。そしてまた、
初めてことが多いカンファレンスでもありました。「第一のも
のは第一に」と銘打たれたセッションで幕を開けたことも、そ
のひとつ。これによって審議が始まる前に、自己紹介と全体が
心をひとつにする時間が設けられたのです。最後は「平安の祈
り」が参加国のそれぞれの言語（今年は25言語）で一斉に唱え
られました。この心揺さぶる祈りの光景は、今月号のインター
ネット版NA Wayに動画が掲載されています。

紙面の都合により、ここには８日間にわたる今回のWSCに
ついて特筆すべきことを一部掲載しました。議事
録をはじめ、WSCに関する総合的な情報につい
ては、www.na,org/conference をご覧ください。

 ここをクリックすると         
25ヶ国語による「平安の祈

り」を聞くことができます。

WSCの開会式は、カンファレンス出席者がそれぞれの
国の言語で唱える「平安の祈り」によって終了

このような共通の立場で、私たちは全力を尽くす。

WSCの少人数によるグループ・ディスカッション  
イランのRD［リージョン代表］がインターネットによって（ノートパソコン
の画面上で）参加。
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2018年度WSC 選挙結果
ワールドボード
ハムメド・A―T
イレーネ・C
リブ・E
ポール・F
タナ・A
ヨエル・G 

ヒューマン リゾース パネル
クレイグ・R
ナサニエル・M

WSC 共同ファシリエーター
ダニエル・C 

WSCについてさらに詳しく知るには、
『NAWSニューズレター』  

(www.na.org/nawsnews)や 
議事録をはじめとする記録文書  

(www.na.org/conference).をご覧ください

2018年から2020年にかけて  
検討すべき課題
（以下の議題のうち、最初の２つは、WSCによってカンフ
ァレンス アジェンダレポートのフェローシップ調査から選ば
れ、３つ目は6月に開かれたワールドボードの会議で追加され
ました）

•	 「メンバーたちをサービスに引きつける」
•	 「NAのメッセージを運ぶこと」と「NAに関心を持って

もらうこと」
•	 NAに関係のある「薬物代替療法（DRT）および投薬治

療（MAT）」

2018年から2020年にわたるプロジェクト
•	 ・「将来のWSC」
•	 ・「日々の黙想」に関する新しい書籍
•	 ・「精神の健康や疾患に関するIP［インフォメーション 

パンフレット］」
•	 ・「研修とツール」

-- 「ローカルサービスに関するツールボックス」
-- 「コンベンションとイベントに関するツールボックス」

しばしの黙想のあとに、「平安の祈り」を唱
える。そして、ワールドサービスカンファレ
ンスへの心からの歓迎のあいさつが終わる
と、出席者たちにはワールドボードの議長ア
ーン・H―Gから以下のような「飛行上の注

意」がありました。

ます。ビニールの包装を解いて、ベーシックテキストを開いて
ください。これがりっぱな救命胴衣になるのです。

　また、この飛行機には新しい安全装置を搭載しました。
「エゴ」という会社で製造された生命維持機器です。ただし、
この種の装置は、いざというときに使用「しない」ようにする
とうまく働くことがわかったのです。とはいえ、「エゴ」は
自動的に作動してしまうかもしれません。ですから、くどい
ようですが、くれぐれも「エゴ」は使わないでください。飛
行機の中では、増大したエゴほど危険なものはありません。
同乗の仲間が誤って「エゴ」を作動させているのに気づいた
ら、教えてあげてください。まぁ、その際には、反発されて
も仕方ありません。

私たちは、みなさんをお乗せできてうれしく思います。で
は、離陸の準備に入りますので、座席を元の位置に戻してシ
ートベルトを締めてください。WSCエアラインをご利用いた
だき、ありがとうございます。ご満足いただける旅になるこ
とを、願ってやみません。

アーン・H―G（カナダ／オンタリオ）

この１週間で平静に向かう飛行にご参加いただき、ありがと
うございます。今回の「空の旅」は、5月5日をもって終了とな
ります。わたしたちは、約3〜10フィートの高度で旅をすること
になります（みんなハイな状態でいるのに慣れてますからね）
。コックピットには高みにおけるエキスパートがおりますの
で、どうぞご安心ください。本日の機長は、「神」なのです。

　みなさんはステップに取り組んでこられたのですから、飛
行中は「お荷物」をきちんとしまっておかれるようにお願いし
ます。巡航高度に達したら、機内を自由に歩き回れます。席に
ついている間は、安全のためにシートベルトをしっかり閉めて
おいてください。

　乱気流の発生によって「感情」のライトが点灯しますが、
うろたえないようにしてください。頭上のコンパートメントか
ら、スポンサーが自動的におりてきます。スポンサーシップを
結んで、呼吸を整え、ステップに取り組んでください。さもな
ければ、スポンサーに電話をして助けを求めるだけでもいいで
しょう。新しい仲間と旅をしている場合には、まずステップあ
りきとし、ステップを踏みながら回復の道を歩んでいけるよう
にしてあげましょう。

何らかの理由で「混乱の海」に緊急着陸しなければならない
場合は、ホールの向こう側にベーシックテキストが置いてあり

WSCエアラインに
ようこそ

NAWS［NAワールドサービス］のエグゼクティブ・ディレクターと
ワールドボードの議長　　2018年度WSCにて

http://www.na.org/subscribe
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2018年度WSCの統計資料
•	 議決権のある118のリージョンのうち、114のリージョナルデ

リゲート（RD：リージョン代表）が出席。イランはインタ
ーネットによる参加。デンマーク、エクアドル、エルサルバ
ドル、フランスは欠席。 

•	 議決権を持って出席したRD 114名のうち、合衆国は65名、
カナダは５名、それ以外の国は44名であった。

•	 議決権を持って出席したオルタナティブ デリゲート（AD：
代表代理）89名のうち、合衆国は63名、カナダは４名、それ
以外の国は22名。イランとオーストラリアのADはインター
ネットによる参加。

•	 カンファレンス出席者はRDならびにAD、ワールドボード
（WB）のメンバー、ゾーナルデリゲート（ZD）によって
構成され、男性は154名、女性は67名であった。

•	 カンファレンス出席者の国の数は、39カ国。話す言語は（
「第一のものは第一に」のセッション終了に唱えた「平安
の祈り」により）25種類であった。

•	 今回のWSCで議決権を行使したメンバー127名のうち、RD
は14名、ワールドボードのメンバーは13名。また、議事参
加者は、AD89名、ゾーナル デリゲート4名、共同ファシ
リテーター2名、通訳3名、議会法規に精通したメンバー1
名であった。

•	 新しく議決権を持つことになったリージョンは３つ。オラン
ダ、メキシコ／オクシデンテ、ウクライナである。

•	 今回のWSCでは、36の動議が可決。１つがWB［ワールド
ボード］に委ねられ、21の動議が否決された。そして、取
り下げもしくは取り上げられなかった動議が７つあった。
以下は、可決した動議の１部である。
-- 動議 １：プロジェクトプランの作成。『ソーシャルメディ
アとNAのガイディングプリンシプルズ』というサービスに
関するパンフレットを、回復に関するパンフレットに改編
することを目的とする。

-- 動議 ５：ベーシックテキストにある祈りを、内容はその
ままで「文章を書き記す」という文言を「役に立つ」と
いう文言に置き換えることにより、NAのサービスに関す
る祈りとして利用する。

-- 『神さま、あなたの教えに沿って文章を書き記す 役立つこ
とができますよう、どうぞその知恵お与えください。あな
たの目的が私たちのなかに深く刻み込まれますように。私
たちがあなたの意志を伝えるしもべとなり、利己心のない
きずなになれますように。そして、私たちではなくあなた
の行いによって完成したこの本が、アディクションという
恐怖のために命を失うアディクトをこの世からなくす道具
になりますように』

-- 動議 ９：プロジェクトプランを作成し、「DRT（薬物代
替療法） とMAT（投薬治療）」をテーマとする回復に関

する文献を制作または改訂する。（ワールドボードの6月の
会議によって、「DRT とMAT」はNAに関係があるとして
検討すべき課題に追加されたため、このプロジェクトプラ
ンは作成しやすくなった）

-- 動議 12：2019年の初めに、パブリックリレーションズ・ウ
ィーク［広報週間］を実施する。

-- 動議 13：WB［ワールドボード］に対して、毎年のカレン
ダーに「ユニティデイ」のような特別な日をさらにいくつ
か定める権限を与える。

-- 動議 16：ゾーンの果たす役割、ゾーンとNA全体との関
係、WSCの意思決定にゾーナル デリゲート［ZD /ゾーン
代表］を参加させることについて、2020 年度のWSCでプ
ロジェクトプランを提示する。

-- 動議 18：ゾーナルフォーラムにWSCの議決権を持たな
いNAまたはリージョンが２つ以上参加している場合に
は、WSCにZDを1名送ることによって、このようなNAま
たはリージョンの声を代弁できる。

-- 動議 19,20,21：ゾーナル デリゲート［ZD /ゾーン代表］
は１票を持ち、WSCで投票に参加する。従って、WSCへ
の出席においても、リージョナル デリゲート［RD /リー
ジョン代表］と同じく資金提供（旅行、宿泊費、食事費）
の対象となる。また、オルタネイトZD［AD /ゾーン代表
代理］に関しては、オルタネイトRD［AD /リージョン代
表代理］と同じ権利と制限によるWSC参加が認められる。

-- 提案 A：カンファレンス出席者がビザ取得の問題によって
出席不可能な場合には、WSCへの遠隔参加を承認する。

-- 動議 26-29, 50-59, 30：WSCの議事運営の手順に対する各
種動議。これは2018年WSCで実験的に採用され、うまくい
った場合には今後の運営方法とすることで、2016年度WSC
の議事録を承認する。

-- 動議 31, 32, 33, 34：「将来のWSC」、「精神の健康や疾
病に関するインフォメーション パンフレット［IP］」、「
『日々の黙想』に関する新しい書籍」、「研修およびツー
ルに関するプロジェクトプラン」について、それぞれのプ
ロジェクトプランを承認する。

-- 動議 35, 36：予算案および2018年から2020年までの２年間
による返済方法を承認する。

-- 動議 37：「ローカルサービス・ツールボックス・プロジ
ェクト」および「コンベンション・アンド・イベント・
プロジェクト」によって作成されたサービスに関する資
料は、90日間の見直し原稿としてカンファレンス出席者
に配布され、この見直しを終えたのちにワールドボード
承認文献となる。

-- 動議 38, 39, 40：オランダ、メキシコ - オクシデンテ、ウ
クライナに議決権を与える。 

神さま、あなたの教えに沿って役立つこ
とができますよう、どうぞその知恵お

与えください。あなたの目的が私たちの
なかに深く刻み込まれますように。

私たちがあなたの意志を伝えるしもべ
となり、利己心のないきずなになれま

すように。そして、私たちではなくあなた
の行いによって完成したこの本が、

アディクションという恐怖のために命
を失うアディクトをこの世からなくす

道具になりますように。
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パイオニア・グループ（アメリカ合衆国／カンザス）
NA Way 2014年10月号 

グループ紹介

暗がりが、
回復の場になる

リオグランデ・ド・スル（ブラジルの最南
にある州）の州都ポルトアレグレには、レデ
ンセンという公園がある。広さが37万平方メ
ートルもある大きな公園で、スポーツをした
り、キメラ・ホイール（伝統的な飲み物）を
飲んだり、あるいは家族や友人とのんびり過
ごしたりする憩いの場になっている。だが、
ここには、薬物常用者や人身売買業者もたく
さんうろついている。そういう場所だからこ
そ、「ミラグレス・ド・メイオディア（真昼
の奇跡）」という名のナルコティクス アノニ
マスのグループは、2018年2月25日に第１回の
野¬¬¬外ミーティングを開いたのだ。

出席者は20人ちょっと。わかちあいの合間
には、鳥のさえずりや周囲にそびえ立つ樹々

の葉がこすれあう音が聞こえてくる。そしてわかちあいでは、「自分は、ここで薬を
使ってた」とか「ここで売人をやってた」とか、それぞれの打ち明け話がつづく。そ
れが今は、クリーンで生きられるようになってこの場にいることで、回復が浮き彫り
になる。最後に祈りと黙想を行ってからミーティングを終了したが、メンバーのひと
りが奏でるフルートの音によってステップ11が身にしみるものになった。

そうなんだ。市民にいちばん親しまれている公園であっても、暗がりはある。それ
が犯罪の温床や、人間のクズになってビクビク生きているアディクトのかくれ家にな
るのも珍しいことじゃない。そんな「暗がりの一画」であの晴れた日曜日に開かれた
ミーティングは、実に健全で生き生きとした開放感に包まれた。それこそが、回復の
なせるわざだろう。

クリス・B（ブラジル／リオグランデ・ド・スル）

第10回 サービス研修会（ケニア／モンパサ）2013年10月

　ＮＡＷａｙでは、世界中のＮＡからミーティング会場やイベントの写真が送
られてくるのをお待ちしています。ただし、集まっているメンバーがどこのだ
れとわかる写真はご遠慮ください。なお、写真には、グループやイベントの名
称、所在地および国名はもちろん、グループやイベントが誕生してどのくらい
経つのか、ミーティングの形式やイベントで大事にしている習慣、ユニークな
点など、グループやイベントの紹介文を添えていただくようにお願いします。
宛先は、naway@na.org となっています。
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パイオニア・バレー・エリア（アメリカ合衆
国／マサチューセッツ）
NA Way 2016年10月号

Au Coeur de la Nature［自然のまっただなかで］キャン
プアウト（カナダ／ケベック）NA Way 2016年７月号

Grupo Nunca Mas Solos［もうひとりじゃない］

（チリ／サンチャゴ）NA Way 2014年７月号

エイント・デッド・イェット・グループ
（アメリカ合衆国／コロラド）NA Way 2004年４月号

ブルーリッジ・エリア・オブ・NAキャンプアウト
（アメリカ合衆国／バージニア）NA Way 2012年１月号

J・アメリカ・グループ（ブラジ
ル／リオデジャネイロ）
NA Way 2006年10月号

フライデーナイト・グループ（英国／マンチェスター）
NA Way 2011年７月号
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ノースハリウッド・ステップスタディ・グループ［別名 ザ・
シガー・ミーティング］（アメリカ合衆国／カリフォルニア）
NA Way 2017年10月号

ニュー・フリーダム・グループ（アメリカ合衆国／テキサス）
NA Way 2005年１月号

ネサ・グループ（イラン／ネサ）NA Way 2017年４月号

ノースウェスト・ミシガン・サービスコミティ
（アメリカ合衆国／ミシガン）NA Way 2015年４月号

クリーン＆フリー・グループ（アメリカ合衆国／ワイオミング）
NA Way 2014年10月号

プラニング・アッセンブリー・ワークショップ
（ロシア／ハバロフスク）2013年

http://www.na.org/subscribe
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1.	 NA Wayマガジンを定期購読していますか?
 はい:  インターネット版
 はい:  紙版 （質問２と３は、回答不要）
 はい:  紙版とインターネット版
 いいえ（質問２と３は、回答不要）
「はい」と答えた方は、購読期間はどのくらいですか？ 
_______________________________________________

2.	 インターネット版は、どのようにして読みますか?
 Eブラストのメールにあるリンクをクリックする。
NAのホームページ（www.na.org）を開く。
 ページを開くことも読むこともしない。
「ページを開くことも読むこともしない」のはなぜですか？ 
_______________________________________________

3.	 インターネット版の特別ページで、毎月決まって開く
のはどれですか？

　　(該当するものを、すべてチェック)
 画像保存やプリントアウトのできる表紙のポスター
 追加記事
 画像保存やプリントアウトのできる付録写真
 NA文献に関するリンク
 NAに関するウェブサイトにつながるリンク
 特別ページは開かない
「特別ページは開かない」のは、なぜですか? 
_______________________________________________ 
_______________________________________________

4.	 NA Wayは、どういう雑誌でしょうか？（該当するも
のを、すべてチェック）
 今っぽい
 時代遅れで古くさい
 記事が長すぎる
 記事が短すぎる
 ごちゃごちゃ詰め込みすぎ
 雑誌で手にするには、サイズ（81/2 x 11インチ）が大きすぎる
以上のほかに（具体的に書いてください）
_______________________________________________

5.	 Please rate how relevant or interesting each section 

6.	 NA Wayマガジン全般の評価は、10段階評価 (1.つまら
ない 〜 10.読み応えがある)ではいくつですか? 
_______________________________________________

7.	 評価が10でないとすると、みなさんが10をつけたくなる雑誌
にするにはどうしたらいいでしょうか？ 
_______________________________________________ 
_______________________________________________ 
_______________________________________________ 
_______________________________________________ 
_______________________________________________ 
_______________________________________________ 
_______________________________________________

8.	 どこの国にお住まいですか？ 
_______________________________________________

9.	 クリーンタイムは、どのくらいになりますか？
 1年未満	  21〜25 年
 1〜５ 年	  26〜30 年
 ６〜10 年	  30〜40 年
 11〜15年	  40年以上
 16〜20 年

10.	年齢は、おいくつですか?
 17歳未満	  50〜59歳
 18〜29歳	  60〜69歳
 30〜39歳	  70〜79歳
 40〜49歳	  80歳以上

NA Wayの各欄は、自分にとってどのくらい関係や関心がありますか。
 (５段階評価　１. 関係も関心もない 〜 ５.とても関係や関心がある)

関係も関心もない
あまり関係や
関心がない

どちらとも
言えない

多少は関係や
関心がある

編集者からひとことr	 �	 �	 �	 �	 �
特集／わかちあい	 �	 �	 �	 �	 �
Service Center	 �	 �	 �	 �	 �
フェローシップディベロップメント／広報活動	 �	 �	 �	 �	 �
グループ紹介	 �	 �	 �	 �	 �
ベーシック・キャプション・コンテスト	 �	 �	 �	 �	 �
ワールドサービスに関する最新情報	 �	 �	 �	 �	 �
Calendar	 �	 �	 �	 �	 �
Product Update/Coming Soon	 �	 �	 �	 �	 �

NA Way読者調査:  NA Wayマガジンを充実させるためにご協力を!

アンケートの回答方法	
インターネットhttp://www.surveymonkey,com/r/

NAWay で直接記入。
宛先「NA Way Magazine Survey」で、19737 
Nordhoff Place; Chatsworth, CA 91311へ郵送。
件名「NA Way Magazine Survey」で、naway@

na.org へ写メール。　

とても関係や
関心がある

http://www.na.org/subscribe
http://www.surveymonkey,com/r/NAWay
http://www.surveymonkey,com/r/NAWay
mailto:naway%40na.org?subject=
mailto:naway%40na.org?subject=
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カレンダー
Multiday events and those occurring between publication dates are printed according to the schedule posted online. To enter 

events or to access event details, visit the online calendar at www.na.org/events. (If you don’t have internet access, fax or mail 
your event info to 818.700.0700, attn: NA Way; or The NA Way; Box 9999; Van Nuys, CA 91409 USA.)

Canada
Saskatchewan 17-19 Aug; Southern Saskatchewan Area 
Convention 34; Core-Ritchie Centre, Regina; southskna.org/events
Prince Edward Island 19-21 Oct; Canadian Convention 26; 
canadianconvention.com

Denmark
Skanderborg 3-5 Aug; Convention & Camp 11; Audonicon, 
Skanderborg; namidtjylland.dk/konvent/index.htm

Finland
Lahti 17-19 Aug; Finland Region Anniversary Convention 20; 
Sibelius Hall, Lahti; nasuomi.org/na30beta/in-english

Germany
Berlin 7-9 Sep; Berlin Area Convention; Statthaus Bocklerpark, 
Berlin; na-berlin.de/de/service/bcvk

India
Goa 27-29 Sep; Bangalore Area Convention 8; The Byke Old 
Anchor, Goa; blacna8.org

Ireland
Letterkenny 19-21 Oct; Irish Regional Convention 33; Radisson 
Blu Hotel, Letterkenny; na-ireland.org

Mexico
Tijuana 12-14 Oct; Baja Costa Area Convention; Gamma de 
Fiesta Inn, Tijuana; event info: 858.277.6438; (Mex) 664.491.5915 

Netherlands
Amsterdam 10-12 Aug; Netherlands Regional Convention 30; 
Pakhuis West, Amsterdam; nanl30.nl/en

Paraguay
Asuncion 28-30 Sep; Paraguay Regional Convention 2; Granja 
Mi Retiro, Asuncion; na.org.py

Turkey
Fethiye Mugla 26-28 Oct; Turkey Regional Convention 16; Jiva 
Beach Resort Hotel, Fethiye Mugla; na-turkiye.org

United States
Alabama 5-7 Oct; Greater Mobile Area Convention 21; Mobile 
Marriott, Mobile; gmacna.com
Arizona 21-23 Sep; Productive Members of Society Group 
Women's-Oriented Retreat 20; Whispering Pines Camp, Prescott; 
arizona-na.org
(2) 28-30 Sep; Southeastern Arizona Convention 4; Windemere 
Hotel, Sierra Vista; natucson.org/convention.html
California 2-5 Aug; Campout 9; Rollins Lake-Long Ravine 
Resort, Colfax; http://flyers.sonomacountyna.org
(2) 10-12 Aug; Mountain High Campout; Meeks Bay Resort, 
Tahoma; event info: msmiley71@yahoo.com
(3) 24-26 Aug; 11th Step Retreat 6; Belden Town Lodge/
Campground, Belden Town; event info: singinquigley@gmail.com 
(4) 5-7 Oct; First Band of Brothers Men's Convention; Holiday 
Inn, San Jose; bandofbrothersconvention.org

Colorado 24-26 Aug; Colorado Regional Women’s Retreat 5; 
YMCA Snow Mountain Ranch, Granby; wrcna3.org
Connecticut 24-26 Aug; Central Connecticut Area Spiritual 
Weekend 30; Enders Island, Mystic; ctna.org
Hawaii 25-28 Oct; Hawaii Regional Convention 26; Royal 
Lahaina Resort Hotel, Kaanapali; na-hawaii.org
Illinois 9-11 Nov; Greater Illinois Regional Convention 22; Four 
Points by Sheraton, Fairview Heights; centralillinoisna.org
Indiana 28-30 Sep; Central Indiana Area Convention 15; Crowne 
Plaza Indianapolis Airport, Indianapolis; centralindianana.org
Louisiana 9-11 Nov; Camp Recovery; Lake Bistineau State 
Park, Doyline; nlana.net
Maryland 14-16 Sep; Unity Retreat River of Hope 12; Lions 
Camp Merrick, Nanjemoy; cprna.org
Michigan 10-12 Aug; R&R at the Fort; Camp Fort Hill, Sturgis; 
michigan-na.org
(2) 9-11 Nov; Macomb Area Convention 8; Wyndam Garden, 
Sterling Heights; michigan-na.org/macomb-area/
Montana 28-30 Sep; Montana Regional Fall Convention 8; 
Radisson Hotel, Billings; namontana.org
Nevada 27-30 Sep; Region 51 Convention; Gold Coast Hotel 
and Casino, Las Vegas; region51na.org
New Mexico 25-26 Aug; White Sands Campout & Meeting 
Under the Full Moon; White Sands National Monument Park, 
Alamogordo; loma.riograndena.org
New York 20-23 Sep; Western New York Regional Convention 
22; Radisson Hotel Niagara Falls, Grand Island; nawny.org
(2) 18-20 Jan 2019; Nassau Area Convention 16; Huntington 
Hilton, Melville; nacna.org
North Carolina 3-5 Aug; Surrender to Win 16; Best Western 
Plus Hotel & Spa, Winston-Salem; tcana.org
Oregon 7-9 Sep; Ride 4 Recovery; Camp Remote, Myrtle Point; 
ride4recoveryoregon.com
(2) 12-14 Oct; Sisters in Spirit Women's Retreat; Kah-Nee-Ta 
Resort, Warm Springs; ccanasistersinspirt.com
Pennsylvania 28-30 Sep; Delaware County Area Convention 5; 
Marriot Renaissance Philadelphia Airport, Essington; nadelco.org
South Dakota 14-16 Sep; South Dakota Regional Convention 
21; Best Western Plus (Ramkota Hotel), Sioux Falls; sdrna.com
Texas 12-14 Oct; Frolic in the Woods 27; Garner State Park, 
Concan; eanaonline.org
Vermont 16-19 Aug; Back to Basics Campout 34; Boy's Camp, 
Wallingford; gmana.org
Virginia 3-5 Aug; Almost Heaven Area Convention 32; Northern 
Virginia 4-H Center, Front Royal; almostheavenareana.org
(2) 31 Aug-2 Sep; Marion Survivors Group Campout; Hungry 
Mother Lutheran Retreat Center, Marion; event info: mfisher71@
hotmail.com
Washington 17-19 Aug; Summer Sizzlers 30; Red Lion Hanford 
Inn, Richland; 3citiesna.org

http://www.na.org/subscribe
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Phoneline Basics 
A brief guide to coordinating 

an effective phoneline, 
adapted from the  

PR Handbook.
Item No. 2117 

Price US $1.85/1.54 €

2018 Banners 
World Regional Meetings Map 
Item No. 9090    Price US $82.10/69.85 €
Item No. 9091    Price US $50.30/42.70 €

Literature Timeline 
Item No. 9095    Price US $104.10/88.50 €
Item No. 9096    Price US $63.70/54.10 €

NAWS Product Update

Afrikaans
IP #7: Is ek ’n verslaafde?

Item No. AF3107    Price US $0.25/0.22 €

IP #9: Leef die program uit
Item No. AF3109    Price US $0.25/0.22 €

IP #11: Borgskap
Item No. AF3111    Price US $0.25/0.22 €

IP #22: Welkom by Narkotika Anoniem
Item No. AF3122    Price US $0.25/0.22 €

Arabic
Information about NA

معلومات عن زمالة المدمنين المجهولين
Item No. AR2302    Price US $0.32/0.29 €

Bahasa Melayu
Basic Text (5th Edition)

Narcotics Anonymous
Item No. BM1101    Price US $8.30/7.25 €

IP #7: Adakah Saya Seorang Penagih?
Item No. BM3107    Price US $0.25/0.22 €

Hebrew
NA Groups & Medication

קבוצות אנ–איי וטיפול תרופתי 
Item No. HE2205    Price US $0.33/0.28 €

http://www.na.org/subscribe
https://cart-us.na.org/


Coming Soon!
NA Service Prayer poster

Approved by WSC 2018, small service prayer poster will be 
added to our existing paper set.

Item No. 9078    Price US $1.55/1.45 €

The Basic Library
A box set of our five basic recovery books in softcover: Basic Text, 

Just for Today, It Works, Living Clean, and Guiding Principles

Afrikaans
Basic Text (5th Edition)
Narkotika Anoniem

Item No. AF1101    Price US $8.30/7.25 €

Japanese
IP #7: 私はアディクトなのだろうか?

Item No. JP3107    Price US $0.25/0.22 €

IP #14: ある仲間の経験――受け入れ
ること、信じる心、本気で取りかか

ろうとする決意について
Item No. JP3114    Price US $0.25/0.22 €

IP #16: 新しく来た仲間へ
Item No. JP3116    Price US $0.25/0.22 €

IP #22: ナルコティクス  
アノニマスへ 

ようこそ
Item No. JP3122    Price US $0.25/0.22 €

IP #23: 施設や病院を出たあともクリ
ーンを続けるには

Item No. JP3123    Price US $0.25/0.22 €

Polish
An Introductory Guide to NA 

Wprowadzenie do Wspólnoty 
Anonimowych Narkomanów

Item No. PL1200    Price US $2.15/1.85 €

IP #21: Samotnik – Pozostawanie 
czystym w odosobnieniu

Item No. PL3121    Price US $0.33/0.28 €

Disruptive & Violent Behavior
Zakłócające i agresywne zachowanie

Item No. PL2204    Price US $0.25/0.22 €

Portuguese
IP #13: De Jovens Adictos  

para Jovens Adictos
Item No. PO3113    Price US $0.33/0.28 €

Russian
Social Media & Our Guiding Principles

Социальные сети и наши  
путеводные принципы 

Item No. RU2207    Price US $0.33/0.28 €

Arabic
It Works: How & Why

إنه ينجح
Item No. AR1140    Price US $9.00/7.90 €

Swedish
Living Clean: The Journey Continues

Living Clean: Resan fortsätter
Item No. SW1150    Price US $10.35/8.15 €

https://www.na.org/?ID=catalog-products&ID=catalog-products

